
※ 裏面は，天小プライドニュースです。御覧ください。
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No.１１
天 城 町 立
天城小学校
令和４年３月

１月１８日（火），１９日（水）に実施いたしました，本校の鹿児島学習

定着度調査の結果については，下記の通りです。

小５ 本校 県 天城町

国語 ６８．７％ ７２．３％ ６９．９％

社会 ７２．７％ ８０．０％ ８０．７％

算数 ６６．０％ ７０．６％ ６９，８％

理科 ７４．３％ ７３．２％ ７８．６％

各学年で家庭学習の目安の時間が設定されていますので，声か
けをよろしくお願いします。
＜1年40分，2年50分，3年60分，4年70分，5年80分，6年90分＞

令和３年鹿児島学習定着度調査

《３月・４月の主な行事予定》
【３月】※１の付く日は「語先後礼あいさつ運動」

3日(木) 授業参観・学校保健委員会･学級ＰＴＡ【中止】
4日(金) ６年生を送る会【中止】お別れ遠足【中止】
5日(土) 金管バンド定期演奏会【中止】

20日(日) 思いやりクリーン作戦
24日(木) 第１２０回卒業式
25日(金) 修了式，離任式｛今年は同日に行います｝
【４月】

5日(火) 入学式準備（５・６年）
6日(水) 新任式，始業式，入学式
7日(木) 視力・聴力検査，給食開始
8日(金) 知能検査（２・４・６年），身体計測

12日(火) 学力検査（国語・社会）
13日(水) 学力検査（算数・理科），学級ＰＴＡ
15日(金) １年生を迎える会，家庭訪問①
17日(日) 思いやりクリーン作戦
19日(火) 全国学力・学習状況調査（６年），家庭訪問②
20日(水) 家庭訪問③
21日(木) 家庭訪問④
22日(金) 家庭訪問⑤
26日(火) 交通安全教室
28日(木) 授業参観，特別支援学級「一年の始まりの式」
〃 ＰＴＡ総会・専門部会

※ 新型コロナウイルス感染状況次第で変更の可能性有り

《さとうきび刈り・製糖体験》
５年生が，総合的な学習の時間などを使って，ふるさとを愛

し，ユイの心を育む活動の一環として，今年度も徳之島の基幹作
物であるサトウキビを植え，育て，刈り取りをして，黒糖を作る
体験学習を行いました。
２月４日（金）に，保護者や地域の方々の御協力をいただき，

サトウキビの収穫作業を行いました。保護者や地域の方々のおか
げで，けがや事故もなく，無事に刈り取り作業を終了しました。
２月１２日（土）小雨の中，天城食品さんや保護者の御協力の

もと，黒糖作りを行いました。子どもたち一人一人がよく働き，
見事なチームワークでとてもあまい黒糖を完成させました。
２月１６日（水）に子どもたちと

保護者で袋詰め作業を行い，販売へ
向けての準備も整いました。売り上
げは，６年生になってから，卒業に
向けての資金として大事に活用させ
ていただく予定です。ありがとうご
いました。

《３月の生活目標》
「一年間のしめくくりをしよう」
《３月の保健目標》
『健康生活の反省をしよう」

《天城町児童生徒「がんばり賞」表彰者》
天城町児童生徒「がんばり賞」に下記の子どもたち，団体が

表彰を受けました。
【学芸賞】６年：陽田 百愛さん
・朝のボランティア活動，委員会活動に積極的に参加。

【学芸賞】天城小金管バンド８名（神田心咲さん，豊愛琉さん，
松村華さん，向井鈴香さん，米村真優さん，中原香蓮さん
初田一心さん，基朝陽さん）
・県吹奏楽アンサンブルコンテスト金賞
・九州吹奏楽アンサンブルコンテスト金賞

【読書賞】６年：神田 心咲さん
・委員会活動に積極的に取組み，毎年読みニストに選出。

【体育・健康・安全賞】６年：藏 海詩さん
・運動会で応援団長，バレー・サッカー少年団で活躍。

【体育・健康・安全賞】６年：村尾 愛さん
・運動会で副団長，バレー少年団で活躍。

【ゆいの心賞】６年：松村 華さん
・金管バンドの部長として，優しい言葉で部員をまとめる。

《遠隔講演・交流会》
２月２２日（火）２校時に５・６年生が天城町出身でレスリ

ングの元オリンピック選手の西見健吉さんとWebで交流をしまし
た。西見さんがアトランタオリンピックに出場した動画を視聴
し，自衛隊での経験，小中学生時代のエピソードなどを聞いた
後，子どもたちの質問に丁寧に答えていただきました。
西見さんより，子どもたちに「誰にも負けない，自分の考え

を貫き通し強い気持ちでがんばって。」と
励ましの言葉をいただきました。最後に６
年生の盛岡夏樹さんが，「西見さんの貴重
な体験談を聞くことができ今後に生かしま
す。」とお礼の言葉を述べました。子ども
たちも郷土の偉大な先輩の活躍を知り，自
分の夢を実現させるために努力していこう
という気持ちを高めることができました。

「あとから来る者のために」

あとから来る者のために
田畑を耕し，種を用意しておくのだ
山を 川を 海を きれいにしておくのだ

ああ あとから来る者のために
苦労をし 我慢をし
みな それぞれの力を傾けるのだ

あとから あとから続いてくる
あの可愛い者たちのために
みな それぞれ自分にできる
なにかをしていくのだ

上記の詩は，坂村真民という作者が，９２歳のときに「あと
に続く者たち」へのメッセージとして送った詩です。
２月が終わり３月となります。１９名の６年生は卒業を迎

え，在校生は，それぞれの担任の先生や友達との別れを
迎えます。また，職員も定期人事異動により別れの時季と
なることが予想されます。
４月になりますと，卒業生や転出者が天城小から旅立っ

たあとにやってくる者（＝「あとから来る者」）との新たな出
会いが始まります。新しい出会いや新しい活動が，スムー
ズにいくように「あとから来る者たち」のことを考え，残り１カ
月間で「なにかをしておきましょう！」なにかを残すために
は，「自分を厳しく律して周りの人には愛情をもって接す
る」ことが大切だと真民は語っています。 それぞれの立場
で，「なにを残すべきか，なにを為すべきか」について熟考

を重ね，その内容を確実に引き継いでい
くことが重要です。それが，「あとから来る
者たち」が，新しい年度へ向かっていくと
きの大きな「心の支え」となるのです。

「あとから来る者のために」
校長 折 田 卓 己




